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は多数ある。T. G. Evansによる“Accounting Theory”もその 1つであるが 6)，1973年に米
国 AAA が始めた会計理論構築プロジェクトの顛末を詳しく紹介している。その報告書は
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 アダム・スミス『国富論』は，「価値という言葉には 2 つの異なる意味があり，（中略）一方
は使用価値，他方は交換価値と呼んでいいだろう」という。水を使用価値の例として，ダイヤ






































経済主体 Aがもつ財の数量 10aの中から 1aを，10bをもつ Bの 1bと交換する。Aにとって 1aがも
つ価値をWとすれば，1bが Aにとってもつ価値はW＋xであり，Bにとって 1bがもつ価値を Yと








 財の交換における“価値の均等性の誤謬”は，第 7 章（価格の理論）では，「価格およびその
高さと変動を交換の現象について本質的なものとみなす誤謬」であり，“等価交換の誤謬”と呼ぶ。 
 しかしながら，上記のケースでは，1bがはたして AにとってW＋xであるかどうか，また，
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別途考慮 ＋ ＝ 























































 さらに，第 7 章では，「法人といったような擬制は，実際的な司法活動の目的のためには，
あるいは法律的な構成という目的にとってすら有効かもしれないが，すべての擬制を斥けるわ
れわれの科学にとってはあきらかに存在しないからである」という（136頁）。 
 J. シュンペーター19) は，政治的個人主義とはまったく関係がなく，ある種の経済現象を個
人の行為から出発することを「方法論的個人主義」と呼んでいるが，メンガーの経済学もまさ
にこの方法論を使っているといえる。 
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